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１月２６日（木）、フォーラムアキタ（秋田市）にお

いて、組合員約１１０名が参加し、「連合秋田２０２４

春季生活闘争キックオフ集会」を開催した。集会では、

連合秋田の闘争方針を以下の内容で提起し、参加組合員

みんなで勝利に向けて全力で取り組むことを確認した。 

冒頭、才村会長は、能登半島地震の現状と連合として

取り組む緊急カンパのお願いについて触れた後に、「昨

年は、３０年振りに高い水準で妥結し賃金水準の向上に

向けたターニングポイントとなったものの、実質賃金は

マイナスである。２０２４春季生活闘争の位置付けは、

実質賃金を向上させ生活の改善を図ること、そして、『物価も上がるけど、賃金も上がる』という好

循環につなげ『経済・社会のステージ転換』を図ること、である。」「結果を出すための最大のポイン

トは、中小企業の賃上げ。そのためのカギである『価格転嫁』に対し対応を強化していく。」「賃上げ

の『継続』と『全体への波及』のため、皆さんの力を最大限結集し、ともに頑張ろう！」と力強くあ

いさつした。 

【 闘 争 方 針 】 

〇地場・中小を含めた賃金引上げ要求目安   総額１３，３００円以上 

（内訳）底 上 げ：定期昇給相当分※の過去 10 年間積み重ね（1 年・1 歳間差）４，４００円 
格差是正：平均賃金※２４０，０００円の３％以上         ７，２００円 
底 支 え：高卒初任給※１７０，０００円の１％          １，７００円 の合計 

      ※連合秋田地域ミニマム運動から算出 

〇パート・契約・派遣等で働く仲間の労働条件改善目安 時間額１０１円以上 

（内訳）連合が掲げる時給１，２００円到達に向け、県内地場中小平均時給９９８円(連合秋田調べ)を２年間※で解消 

 ※全人口の２５％が後期高齢者となり、労働力人口減少、社会保障費等の負担増を迎える２０２５年までの２年間 

 

 

 



 

集会で、佐藤副事務局長より提起した闘争方針については、下記のとおり。 

 

① 地場・中小を含めた賃金引上げ要求目安：総額 13,300 円以上 

② パート・契約・派遣等で働く仲間の労働条件改善目安：時間額 101 円以上 

③ 継続的な賃上げの全国的な機運醸成などに向けた連合アクション 

の展開 

④ 「政策・制度実現の取り組み」に向けた県・労働局・経済団体へ 

の「要請行動」 

⑤ 組織拡大に向けた「連合秋田組織拡大プラン２０３０」や「連合 

秋田組合づくり応援ダイヤル」と連動した取り組みの推進 

 

労福事業団体からは、東北労働金庫秋田県本部・黒﨑本部長、ならびにこくみん共済ｃｏｏｐ秋田

推進本部・羽澤本部長より、２０２４春季生活闘争の勝利に向けたメッセージを頂戴した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【東北労働金庫・黒﨑本部長】    【こくみん共済ｃｏｏｐ・羽澤本部長】 

 

その後、連合秋田青年委員会の高橋幹事（ＪＡＭ）によるアピール提起をみんなで確認し、結びに、

連合秋田労働局長の井上副会長（ＵＡゼンセン）の団結ガンバローを行い、閉会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【青年委員会・高橋幹事】      【労働局長・井上副会長（中央）】 

 

 


